
 

 

 

 

 

 
 

 

 

2021 June No.148 
Milon 

（特活）バングラデシュと手をつなぐ会 広報誌 
 

コロナ禍と国際協力を考える 
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代表挨拶  

コロナ禍と国際協力活動を考える 
 

バングラデシュと手をつなぐ会代表 ニノ坂保喜 

「コロナの影響で、世界の他の国々と同様、バングラデシュでも、政府からはっきりした指針がなく、自分た

ちで考え、行動した。」（ションダニ・ションスタのザフォル事務局長） 

5 月 16 日(日)の総会は、今年もオンラインで開かれました。参加いただいた皆さん、ありがとうございました。

現地からの報告も含め、充実した報告と、活発な議論がありました。 

前回のミロンで、現地訪問は＜場＞と＜時間＞の共有だと書きましたが、オンラインでは少なくとも、＜時間

＞及び＜情報＞を共有できるのではないかと感じました。 

ロックダウンのため、教育機関は閉鎖またはオンライン授業となっています。教員が感染し、差別を受けたり、

看護学校では、国家試験や入学試験も延期になっています。その中でも、看護学校の図書館の整備が進んでい

るという報告がありました。 

ションダニ病院は相変わらずの課題として、医師や看護師が長く続かない状態で、患者数が増えず、財政的に

も苦しい状況が続いています。そんな中でも、村に出て行き、健康教育活動を行なっています。他にも、仔牛

プロジェクト、奨学金制度、女性の生活向上促進、サニテーション（トイレと安全な水）などの活動が地道に

続いていることが報告されました。 

 

コロナに関わる話題をもう一つ！ 総会でもお知らせした COVAX 

途上国にも、公平なワクチン接種の機会を！と訴える運動です。 

COVAX（コバックス）COVID-19 Vaccine Global Access Facility 

低所得国への新型コロナウイルスワクチンの分配を目指す仕組みです。 

日本や中国を含む 180 以上の国・地域が参加。高・中所得国がワクチンに共同出資・購入して人口の 2 割分を

受け取る一方、低所得の国には無償で提供します。21 年中におよそ 20 億回分のワクチン確保をめざしていま

す。これにより、国の貧富によって命の格差ができるだけ少なくなることを目指します。世界保健機関（WHO）

のバックアップで作られています。しかし今、資金不足が課題となっています。 

ウィルスは、軽く国境を越えます。我々NGO の活動こそ、国境をこえて力を合わせて、人々の命を守るもの

だと思います。このような動きにも、目を向けていきたいと思っています。
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サテライトクリニック再開に向けて思うこと 

河村富美子（手をつなぐ会理事） 

 

ションダニ病院、カラムディ村

において恐らく最後に開催され

たサテライトクリニックを訪問

した時のことを振り返ってみま

した。 

 2012 年 8月スタディツアー

に 14 名で現地訪問した私たち

は、女性医療チーム数名でサテライトクリニックに同

行しました。妊婦検診の様子を見学し、アドバイスな

ど求められました。 

 

当時のサテライトクリニック同行記録をご覧くださ

い。 

 

１．山崎文菜さん（当時、九州大学病院の看護学生） 

ションダニ病院ソーシャルワーカーのシウリさんの親

族である妊婦の家を借り、女性だけが寝室に入りま

す。 

看護師とソーシャルワーカーがそれぞれの役割を決

め、妊婦健診を行います。 

ソーシャルワーカーが問診をし、身長・体重を測定し

BMI を調べる。 

浮腫の有無、眼球結膜をみて貧血の有無をチェックす

る。 

健診の結果をカルテ

（フローシート）に書

き込む。 

看護師が、妊婦の腹部

をレオポルド触診法で

診察。実際に触れて子

宮の大きさや胎児の大

きさ、児頭の位置や向

きを確認する。聴診器で胎児心拍数を聴く。 

このレオポルド触診法は日本でも妊婦健診の際に行わ

れているもので、バングラデシュでもこの方法で行わ

れていることに驚きました。 

イラストを用いて、妊婦が日常生活において気をつけ

る点、母乳栄養や手洗いの重要性などについて説明を

するという流れで一人の妊婦健診が終わる。 

健診中、2 人のチームワークの良さに圧倒される。次

から次に妊婦が入ってきて妊婦週数に合わせた生活指

導を行いながら約 2 時間半休む間もなく行われた。 

一緒に健診に加わっている日本人の看護師（奥村さ

ん、河村）に自分たちの手技に対して「これでい

い？」と質問、訂正したり、お互い確認しながら健診

業務を続ける。 

 

看護学生の私は、そばで立って見ていただけでした

が、その様子からより良い看護を提供しょうとする熱

意や意欲がとても強く伝わってきました。 

一生懸命、妊婦に語りかけ、指導やケアを行うときの

彼女たちの自信に満ちた、堂々とした態度には自分の

仕事に対して誇りを感じているようでした。 

また、夫が出稼ぎに行っている妊婦の気持ちに寄り添

ったり、愛情に満ち溢れる笑顔で接したりと妊婦を見

守る視線や優しさを目の当たりにし、看護にとって大

切な心に気づかされました。 

 

これから看護の実習を迎える私にとって熱意や意欲、

誇り、そして看護の心をこんなにも近くで感じること

が出来て本当に良かったと思い、それらを見習いたい

と心から強く思いました。 

 

２．河村富美子（看護師） 

私は、この半年前の 2012 年 2月にもサテライトクリ

ニックに同行しました。 
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カラムディ村の更に奥の方に入った所に行き、農家の

納屋のような場所を 2つ借りて妊婦健診が行われまし

た。 

1 つの部屋では、赤ちゃんを膝に抱えたお母さん、幼

児や妊婦らが狭い部屋に足を延ばすことが出来ないく

らい多くの人たちがが問診を受けながら順番を待ちま

す。 

ここでは、ヘルスワーカーのエクラムルさんが健康状

態を聴いて記録していました。30 分くらい健康につ

いての話がありました。 

 

次の部屋では男性は入れず、ソーシャルワーカー2 名

と日本人女性 3人が入りました。 

土間にジュートと布が敷かれ、そこに仰向けに休みま

す。床は硬く冷たく、痛そうでした。 

電気もない暗い部屋での健診をたくさんの人たちが外

からのぞこうとしていたので、カーテンをする。異様

な雰囲気、環境の中で妊婦健診が行われました。 

診察器具は、2回目と同じでメジャー、体重計、血圧

計、通常の聴診器、個人のフローシートである。 

諸計測をし、その場で指導をする。要検査の場合は、

病院で受診するよう用紙を渡し指導をしている。 

簡単な器具しかなくても、てきぱきと妊婦の診察が行

われていた。 

 

あれから９年経ちましたが、山崎文菜さんは九州大学

病院に勤務することになり、呼吸器科病棟で立派な看

護師となり日々忙しく働かれてます。 

健診業務活動でリーダー

シップをとったのは、シ

ョンダニ病院看護師のラ

ヘルさんです。 

20 年近く現在も勤めて

おり、長く根を張って病

院を支えてくれてます。 

 

中断していたサテライト

クリニックを再開させる

にあたり、ションダニと手をつなぐ会の双方でプロジ

ェクトチームを起ち上げることになりました。 

これまでのことを振り返り、立ち止まって考えること

が大切だということで１年かけて、オンライン会議で

の意見交換をおこないます。 

 

①妊婦健診の回数 ②母子手帳 ③子どもから高齢者

までの健康予防・維持増進などについて話合う予定で

す。 

６月から始まるオンラインでの話合が楽しみです。 

未来に向かって進んでいきましょう！ 

 

サテライトクリニック合同プロジェクト 

事務局 山田英行 

 

「サテライトクリニックって、なんのこと？」と思わ

れてる方に手をつなぐ会の歴史を紐ときながら説明い

たします。 

母子保健センターがカラムディ村に１９９５年開設さ

れ、「村の保健衛生向上のための巡回検診と衛生指

導」（サテライトクリニック）が始まりました。 

 

20 年前発刊された「手をつなぐ会１０周年記念誌」

（ノルジャマン医師寄稿）からの引用ですが、サテラ

イトクリニック事業の当初の様子や意義が述べられて

ます。 

「看護婦たちは計画的にお母さん教室や家庭訪問を通

して栄養食品、飲み水、衛生、予防対策、トイレの使

い方などを教え始めました。同時に母子の定期的な健

康チェック、必要な助言、また問題が見られるときに

は診療所に送るようになりました。 

看護婦たちが自信を持って継続的に努力した結果、診

療所のスタッフと村人の間に信頼関係が出来上がり、

妊婦健診や診療所でのお産、一般患者や幼児検診が増

加しました。」 

 

このように地域住民との信頼の土台を築いてくれた事

業が残念なことに長らく中断してました。 

2 年ほど前に「地域コミュニティの健康をサポートし

たい」とサテライトクリニック復活の声がバングラデ

シュ現地(ションダニ・ションスタ)から上がるように

なり、ルベル君（ションダニ病院メディカルアシスタ

ント）と河村理事との間でやり取りが始まりました。 

 

現地からの声に応じたいと資金作りを当会は検討し、

助成金申請を行いましたが、一昨年に続き昨年も採択

されませんでした。 

通常であれば断念してしまうところですが、「サテラ

イトクリニックは腰を据えて取り組むべき重要な事業

である」という事を理事会で再確認しました。 

これまでのサテライト活動をじっくり１年かけて振返

り、事業再開に向けて課題と取組方針を現地 NGO パ
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ートナーのションダニと共有することが重要だという

結論にいたりました。 

 

幸いなことに申請していた「立ち止まり対話するため

の助成金」（アカツキのアケボノファンド）が採択さ

れ、現地との話合が 6月から始まります。 

この助成事業を通じて、現場レベルで互いの想いを共

有し、サテライトクリニック事業がスムーズに再開で

き、コロナ禍で苦しむ地域住民の一助となれることを

願っています。 

 

■話合メンバー 

[氏名]  [所属・肩書き・役割] 

ニノ坂代表 アドバイザー（医師） 

ラフマン副代表 アドバイザー（通訳） 

河村理事 総括責任者(看護師) 

富貴田会員 話合い担当(者看護師) 

野田景子 事務局(事務関連担当) 

山田英行 事務局(オンライン会議担当) 

Abu Zafor 事務局長 アドバイザー 

Ruhul Amin 理事 アドバイザー 

Aktaruzzaman 事務局(事務関連担当) 

Towfiq Elahi Khan ションダニ病院医師 

Rubel Ahmed メディカルアシスタント 

Abeda Sultana ソーシャルワーカー 

 

■スケジュール 

6 月 第一回全体会議 （両国顔合わせ） 

7 月 お互いの現場レベルでの実務者会議 

8 月 合同実務者会議 

9 月 お互いの現場レベルでの実務者会議 

10 月 合同実務者会議 

11 月 第２回全体会議 （合同実務者会議報告） 

12 月 合同実務者会議 

1 月 お互いの現場レベルでの実務者会議 

2 月 合同実務者会議 

3 月 第３回全体ミーティング （今後について） 

 

教育現場における国際理解教育 

矢野孝明（山口県立大津緑洋高等学校教諭） 

※2001 年から 1 年間、現地カラムディ村に駐在  

 

久しぶりに訪れたカラムディ村を離れる日の朝、たく

さんの村人が見送りに集まってくれました。 

「あのときの牛があったから…。娘は今こうしてミシ

ン教室の先生をしています。」見覚えのあるひとりの

おばちゃんが私にそう言いました。 

今から 20 年前、このカラムディ村で私が駐在員と

して活動していたときのプロジェクト「子牛の奨学

金」。雌の子牛を小学校 3 年生の家庭に配分して、子

牛の管理はその家庭で行います。成牛になり、子牛が

生まれると別家庭に再配分していきます。家庭はその

成牛のミルクを売り、そこから得られる利益を教育費

の足しにしていこうというプロジェクト。給付型奨学

金が多いバングラデシュで自助努力を促すこと、また

少ない元手で広がりのある制度になればと、最初の

10 頭配分のための世帯調査や小学校との連携が私の

仕事でした。 

 そのおばちゃんの家を訪問すると、とても貧しい家

でした。夫を病気で亡くし、たまにある民家土塀の修

理などで日銭を稼いだり、ときに親戚からの援助を受

けながら細々と生活していました。子どもは３年生の

女の子。学校は皆勤で成績は一番のとても素直な子で

した。イスラム社会での未亡人は本当にたいへんな生

活だったでしょうが「この子にだけは」と前向きに考

えるパワフルなおばちゃんでした。牛の配分が決まっ

てからも定期的に家庭訪問し、子牛が生まれたときは

とても嬉しそうだったのを印象深く覚えています。 

そのおばちゃんが今回、私が村に来ていると聞きつけ

て会いに来てくれたのでした。一緒に 21 歳になった

娘、孫、そして現在娘が教えているミシン教室の生徒

たちを連れて。おばちゃんは私に涙を流しながら近況

を語ってくれ見送りをしてくれたのでした。継続中だ

ったプロジェクトの牛は当時、200 頭を越えていまし

た。 

バングラデシュでの農村開発プロジェクトはすぐに成

果の見えるものではないかもしれません。実際、３年

間バングラデシュに滞在したのち帰国する際、来たと

きと何一つ変わらない村の光景に「自分は何をするた

めに来たのだろうか」と途方に暮れたものです。それ

でもこうして私にとって「帰って来れる場所」がある

こと、またそこに覚えていてくれる人がいることが私

の財産であり、今の支えとなっています。 

 

バングラデシュから帰国して 15 年以上が経ちます。

現在は高等学校の社会科教員として学校現場で授業を

やりながら、夏休みにバングラデシュの村に定期的に

里帰りし、現地と繋がっています。また国際理解教育

の一環で小学生から一般の大人まで、さまざまな年代

の方へ講演する機会を頂いています。これまでのバン
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グラデシュでの経験をもとに「世界の生きた情報」を

伝えることをライフワークとしています。 

 

これまでさまざまな学校や講演会でバングラデシュの

話をしてきました。現地村の様子をスライドで示しな

がら、現地が抱える課題、また NGO 活動やその取り

組みについて説明します。面白いのがその反応です。

質問や感想文でもそれぞれ特徴が違います。進学校で

多いのが、「私も将来、国際協力の分野で活躍した

い」「そのために今やっておくべきこととは？」「国際

協力への進路実現のための道筋」などかなり具体的な

質問が飛び交います。実際、私の進学校時代の教え子

は国際協力の道を志し、現在も JICA 青年海外協力隊

として赴任している生徒もいます。女子高では「バン

グラデシュ？行ってみたいとは思うけど、汚いのとか

無理無理無理」というリアルな反応があったり、実業

系の高校では「難しいことはよくわからんけど、そん

な大変な状況はやっぱりおかしいやろ」と直感的で素

直な感想があったり。子どもたちの反応はそれぞれ

で、またそれが興味深いところでもあります。 

  

私が大切にしている視点は「バングラデシュから学ば

せてもらう」という点です。 

例えば、日本では誕生日を迎えると周囲からお祝いの

言葉をもらったり、プレゼントをもらったりします。

バングラデシュの場合は誕生日を迎えた人が周囲に対

してご馳走をしたり、贈り物をしたりと「幸せのおす

そ分け」という考え方と慣習があります。同じ誕生日

でもところ変われば、その捉え方も様々です。バング

ラデシュという日本とは異なる異文化を通して他者と

の違いを学び、さらにはグローバルな感性を磨いても

らえるうよう努めています。私のバングラデシュでの

話を通して「世界は広い」ということが少しでも身近

に感じてもらえれば本望です。 

 

生徒たちにたくさんの選択肢を提供し、その中から一

人でも私の話に影響を受けてくれる生徒が出てきてく

れることが私の夢です。これからもバングラデシュと

長く繋がりを持ちながら私自身ができる国際協力を

日々実践してきたいものです。 

 

 

 

◆カラムディ村だより（ラフマン副代表和訳） 

 

今回は、手をつなぐ会のカウンターパートであるショ

ンダニ・ションスタの３人のスタッフの報告を掲載し

ます。 

ハビブル・ラフマン 

ションダニスクール校長  

 

コロナの影響でこれまでの日常生活は

止まってしまい、私たちもその影響を

受けました。2020 年 3月 17 日までは

ションダニスクールは生き生きした環境の中、朝から

学生も先生も職員もとても忙しく活動してました。 

しかし、その忙しさは突然止まってしまい、なにをす

れば良いか分からなくなりました。学校はいまだに休

校状態（対面授業中止）です。私たちは 7 月まで、ど

んな対策が良いか、考えて、どこよりも早く 8月にオ

ンライン授業を開始しました。 

ロックダウンによって学生は登校できなくなり、横の

つながりが絶たれてしまいました。また実験が伴う科

目の授業もできなくなりました。教員はオンライン授

業を行っていますが、教科書中心の勉強になり、教え

るには限界があります。 

学生はあまり外出できなくなり、課題だけを済ませ、

スマホ依存症になっています。 

公的試験（第 10 学年、12 学年）は実施されず、学生

は上級への進学もできなくり、学生や保護者は不安を

抱えています。普通の生活にいつ戻れるか、その日を

待ち望んでます。 

 

学校として今以上に電子機器を利用して授業の質を高

め、より効果的な授業を企画しようと思っています。

そのために教員の ICTスキル向上が必要です。同時

に学校のネットワークシステム強化も重要です。 

長期間にわたって学校が閉鎖されていますので、授業

料を払いたくない保護者もいます。ションダニは私立

学校ですので、学生の授業料納入が滞ると学校運営に

大きな打撃となります。 

 

モバロク・フセン 

ションダ・スクール教員（小学校責

任者） 

 

ションダニ・スクールはメヘルプール

県内でとても有名な学校であり、学生

や保護者は本校について多くのことを期待してます。 

-5- 



昨年 3 月にロックダウン発令後、何をすればいいか、

熟慮検討しました。オンライン授業での対応方法を考

えましたが、多くの学生はスマートフォンや PCを持

たず、WIFI 環境はありませんでした。保護者にオン

ライン授業のための協力を呼びかけましたが、当初、

それに応じてくれる人が少なかったのです。 

しかし学生が授業から長期間、離れていればどんな問

題が起こるか、保護者らは理解を示すようになり、オ

ンライン環境の整備に協力してくれるようになりまし

た。 

最初は、フェイスブックのメッセンジャー機能を利用

して授業をしました。しかし多くの学生はフェイスブ

ックの ID を持っていなく、授業に参加できませんで

した。その後 Zoomへと移行しましたが、私たち教員

のスキル不足があり、うまくいきませんでした。

Zoom の利用についても保護者の協力を得るのは難し

かったですが、ICT 教員の協力を得ながら授業ができ

るようになり、今は約８５％の学生はオンライン授業

を受けれるようになり、保護者も満足しています。 

 

トウフィック・エラヒ 

ションダニ病院医師 

（2018 年医科大学卒） 

 

2021年 1月 1 日付でションダニ病院に

着任しました。 

メヘルプール出身であっても、これまでションダニ病

院を訪れたことはなく、農村地域にこのような素晴ら

しい病院があることを知りませんでした。 

田舎では、医師や看護師はあまり長く働きたくないの

が実情です。そのような課題を抱えながらもションダ

ニ病院は、この地域の住民へ医療サービスを提供して

いることに感動しました。 

私たち医療スタッフは定期的に会議を開き、地域の状

況や病院の発展について話合っています。コロナの影

響があっても医療活動を継続しています。治療だけで

はなく、何をすれば病気にならないか、予防対策につ

いて地域住民へ助言もしています。 

5 月１６日に行われた手をつなぐ会の総会に参加しま

した。ションダニ事務局長のザフォル氏はションダニ

の活動や課題等を発表しました。一方、手をつなぐ会

は日本の状況やコロナ対策について話してくれまし

た。 

私は話し合いに進んで参加し、多くの事を学びまし

た。このようなオンラインでの意見交換や話し合いに

よって私たちの距離が縮まるので、これからもいろん

な分野について意見交換が継続されることを期待して

います。 

 

 

◆イベント報告 
 

手をつなぐ会総会報告 

事務局 山田英行 

 

今年もコロナ禍による緊急事態宣言期間中となり、総

会は昨年に引き続き、オンラインにて５月１６日(日)

に開催されました。 

正会員 81 名中、オンライン参加者 19名、委任状 14

名、書面表決書 9 名で、下記のすべての議案が可決さ

れたことをご報告いたします。 

第１号議案   ２０２０年度事業報告          

第２号議案   ２０２０年度収支および会計監査報告   

第３号議案   ２０２１年度活動方針および事業計画   

第４号議案   ２０２１年度活動予算   

例年だとラフマン副代表に現地 NGO パートナーのシ

ョンダニ・ションスタの事業報告及び活動方針を発表

していただくのですが、今回はションダニの事務局長

のザフォル氏に発表していただきました。 

 

第二部として、『オンライン現地訪問に関する発表』

を田島理事に発表していただき、引き続き現地との交

流会をおこないました。ションダニとの活発な意見交

換もあり、有意義な時間を参加者の皆様と共有するこ

とができました。 
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ワールドカフェ「手をつなぐから始めよう」 

伊藤 綾（正会員） 

手をつなぐ会では 2020 年は、コロナ

禍でイベントをオンラインで多く行い

ました。 

2020年を締めくくるのは、オンライ

ンイベントのワールドカフェ「手をつ

なぐから始めよう」でした。オンライ

ンで行うのは私にとって初めてで、どのように運営す

るのかが気になり、当日だけでなく事前の会議から参

加させていただきました。打合せ会議は何度行ったこ

とか。日本ファシリテーション協会の亀井さんと神田

さんが優しく丁寧にサポートしてくださり、準備から

とても有意義な時間でした。こんなにも時間をかける

のかと驚きでしたが、そのくらい参加者の皆さん同士

の信頼関係が深まるように！という明確な目的があっ

て、話し合えたからだと思います。 

中でも、「問いを何にするのか」が特に重要なポイン

トでした。 

検討を重ねた結果、「これまで手をつなぐ会でどのよ

うな出会いがあって、どのようなことを学びました

か」「他の国の人とのつながりを持つことに、どんな

意味があると思いますか」「あなたはどんなことを通

じて、”手をつなぐこと”から始めたいですか」という

３つの問いになりました。皆さんは、この問いを聞い

てどんな考えを持ちますか？私もなかなか悩みまし

た。 

リハーサルをほぼ本番通り入念に行い、さぁ次は当日

に会いましょう！となった時、テーブルホスト役の私

は、正直不安な気持ちもありました。でも「話をまと

めなくていい」「きっちりしなくていい」という完璧

を求めないことに気持ちが和らいだのを覚えていま

す。 

また、参加者が「歓迎されている」、「自分はここにい

ていいんだ」と思える安心感が大事だそうで、そのよ

うな雰囲気でできるように・・・と思いながら当日を

迎えました。 

実際に始まってみると、時間が過ぎるのはあっという

間。話が尽きないまま 3ラウンドの対話が終わりまし

た。 

対話をする前に、カフェホストの山田(事務局)さんか

ら、手をつなぐ会の歩みについて昔の広報誌ミロンな

どを見ながら説明がありました。10 年、20年と節目

でどのようなことを考え活動していたのか、合宿研修

をしていたことなど、気になる話題が盛りだくさん。

（手をつなぐ会のことを知りたいなら、まずミロンだ

なと思いました。）そのように、手をつなぐ会の歴史

を振り返りながら、始まった本題のワールドカフェで

した。 

始まってみると、普段よく会話をしている人でも、そ

んな風に考えていたんだ！という気付きがありまし

た。 

特に難しかったのは、「他の国の人とのつながりを持

つことに、どんな意味があると思いますか？」という

問いでした。私はこの問いのとき、もしバングラデシ

ュと出会っていなかったら、と考えました。私は大学

でラフマン先生（手をつなぐ会の現副代表）と出会

い、手をつなぐ会の活動に関わることになりました。

当時ボランティアには興味があったものの、国際協力

については考えていなかったのが正直なところでし

た。でも、世界に目を向けることは、自分が普段関わ

ることのない、もっと広い世界の人たちと意見交換が

できる、そう思うと、とても夢があるなと思いまし

た。日本や自分の身近なところだけで考えていたの

に、バングラデシュという一つの国に出会い、気にな

る国ができたことで「視野を広げる」とても大きな意

味がありました。 

河村さんは、この問いについて「学んだことをいろん

な人と共有して、そうやって発信し続けることで、ま

た他の人とつながる」ということを言われていまし

た。それは、自分の近しい人にバングラデシュのこと

を発信するという意味だけでなく、日本もバングラデ

シュも平等の立場で学び合い、つながることができる

のだと思いました。 

最後の振り返りで印象的な言葉がありました。 

「手をつなぐ＝そこにいるという安心感」私はこの表

現が好きで、すごく腑に落ちました。 

色々と考える機会となった今回のワールドカフェ。難

しく考えずに、このようなイベントに参加したりし
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て、少しずつバングラデシュのことを知っていくこと

が、会の皆さん一人ひとりの安心感も生むような気が

しました。 

改めて、「バングラデシュと手をつなぐ会」の団体名

は暖かくて素敵だと感じた、ワールドカフェでした。 

手をつなぐ会では、フルにオンラインを活用してお

り、これから回数を重ねるごとにいろんなことができ

るのでは？と思っています。 

コロナ禍による悪影響はたくさんありましたが、逆に

身の回りの生活や手をつなぐ会の活動に新たな可能性

を感じることができました。とても活発なバングラデ

シュと手をつなぐ会。日常的にオンラインを使うよう

になった方も、まだ始めたことのない方も、オンライ

ンのイベントがあったときには、ぜひ参加され、バン

グラデシュを身近に感じていただきたいです。 

今後の活動が、楽しみです。 

 

手をつなぐ会での活動を振り返って 

杉園順代（募金会員）   

一昨年、バングラデシュと手をつなぐ

会は 30周年を迎えた。30 年という事は

生まれたばかりの赤ん坊が、幼児期、

少年期を過ごし、成人して社会人とな

り家庭を持ち、親となり、社会的にも

家庭的にも責任ある立場となっている

時期である。 

手をつなぐ会もションダニ・ションスタとの協力で、

ジヤパ二小学校、ションダニ・スクール、ションダニ

病院、看護学校と大々的に活動の規模を広げて地域の

人々に感謝されていると思われる。まさに社会的にも

責任ある大役を果たしているのである。 

私は大木代表からのお誘いで、会員となったが、当時

の私は兼業主婦の立場で子育てと仕事におわれてい

た。隠れ会員で事務所の場所さえ知らずに、バザーや

募金活動などには全く参加できず、送られてくる広報

誌ミロンもゆっくり目をとおせない状況であった。 

ようやく定年を迎えて、少しでもお手伝いをと、初め

て西新事務所にいったのは手をつなぐ会”成人期”少し

前の頃であった。事務所では郵便物の整理やバザー・

イベントの準備などをおこない、ミロンの発刊時は印

刷、発送等々は野芥の”にのさかクリニック”へ出かけ

ていた。 

医療現場で働いていた私にとって初めてのことばかり

であり、ためらうことが多く、果たして役に立つのか

しらとの思いもありました。 

ミロンは当初、手書きの時代もあり、このようにして

送られてきてたのに隅々まで読まずにいたなんてと、

申し訳ない気にもなりました。 

そんな中、事務所に通いだして、あらためて会の活動

内容の理解をすると共に、会の発足以来、活動してい

た方たちに感謝したものです。西新商店街でのバザー

や募金活動など、どのような思いでされていたのであ

ろうか？この方たちの知恵と努力のもとに、多くの会

員さんたちの支えがあったからこそ、現在まで続いて

きたのだと改めて思いました。 

事務局スタッフとなり理事会にも参加、その内に理事

との兼務もしました。家計簿もつけていなかった私で

す。経理事務には全く疎く、何かと解らないことばか

りで、悩むことも多くあり、理事会も会議が夜遅くま

でになって帰宅は午前様となることもありました。悩

んだり疲れ切った時は、大木さんだと、なんて言われ

るかなと、何度も思ったものです。 

看護学校設立の話が盛り上がって、予算案を立て、募

金を多く集めないといけなくなりました。そのような

事務経理はとても素人の私の力では無理な話でした。

経理を専門に出来る人を有償でも採用していただくよ

うに強くもとめて、現在は事務局は 3 人体制で充実し

ているとのこと。 

現地ションダニ・ションスタのスタッフも育って、看

護学校運営も順調とのことですが、ションダニ病院は

相変わらず医者の定着がむつかしく患者さんが少なく

なってる様子です。しかし、それなりに地域の人たち

は助かってることと信じたい。 

ジャパニ小学校が建設 24 年目にして、日本国際協力

財団により建て替えとなりました。当時の姿が跡形も

ないとのこと。私は現地に行ったらあの校舎に行くの

が楽しみでした。何と言っても、大木さんを中心に学

校作りのために、燃えるような思いで、募金活動やバ

ザーに力を入れてにいたであろうと思うからです。そ

れにしても残念です。会の発足以来かかわった多くの

ボランテアの方々の努力が何もなくなってしまった事

は、私としては悔しい思いである。新しくなったから

いいと言いきれるものでもないと。この思いに共感し

て下さる方がきっとどこかにおられるのではあるまい

か。今後は建物の管理についても現地で計画的に補修

工事をやって欲しいものである。 

振り返り評価ワークショップに誘われるままに参加し

た。アナログ人間の私は電卓からパソコンとなり、会

議はリモートで、しかも国内はもとより、現地バング

ラデシュからも参加できる時代となった今、只々驚き

の半日でした。 
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私は手をつなぐ会、30年の歴史の中でごく一部分し

か知らず、ボランテアとして活動したのもわずかであ

る。しかし、いつも大木さんが言われていた「戦時中

は日本はアジアにとても迷惑をかけていたのだから恵

まれない国には援助を。」との言葉を忘れないでいた

いと思っている。 

事務局も充実して、若い会員さんも増えている様で今

後、益々活動の機会を多く持ち、現地との交流がひろ

がることを願ってやまない。バングラデシュの人々の

みならず、世界中の人々が健康で幸せに過ごせるよう

にと。 

先の見えないコロナ禍の現在、ようやく我が国でもコ

ロナワクチンの接種が始まった。しかし、バングラで

はどうなっているのだろうか？特にロヒンギャの難民

キャンプでは？最後になりましたが、とても気になっ 

てることである。 

 

■振り返り評価ワークショップ 2/6(土)13-16時 

参加者 11 名：二ノ坂代表 ラフマン副代表 河村理

事 元理事：宇治・杉園・篠崎・矢野・平山 事務

局：末岡・野田・山田 

当会の 30 年の年表を見ながら田の字法と表現グラフ

シートで自らの活動を振り返っていただきました。 

▼参加者の感想 

・今回のふりかえり評価は事務局の事前準備が万全で、私自身の

バングラとのつながりの歴史を振り返るのに大変役に立ちまし

た。私は 15 年近く理事をしていましたがあまり役に立っていな

かったと振り返りで思いました。理事は退任しましたが、これか

らも二ノ坂代表の活動を陰ながら応援していきたいと思います。 

・今回の資料として、昔の会報誌を読みかえしながら年表を作成

しましたが、知らなかったことがたくさんあり、会の長い 31 年

の歴史、皆さんの功績を知るこ とができました。その活躍された

方々が今回一堂に会し活発なご意見、考えをお聞きすることがで

きたこと、そしてとても貴重な時間を過ごせたこと、とても嬉し

く思います。  

・活動に参加した、自分自身を振り返る、という感じでのぞむこ

とができました。 30 年ですので、大変長く、いろいろなことが

あり、簡単には振り返れませんが、このやり方は大変有用だと感

じました。  

・会に参加した動機や足が遠のいた理由などを思い出した。  

・他の方々が会についてどう考えているのかを知れた。(不安や喜

び、価値観の共有)  

・自分が今後、どう関わっていきたいかを考えるきっかけとなっ

た(どう関わりたいかの明確な考えを持つまでは至らなかった)。  

・参加者の立場(事務局、理事、駐在者役割や関わり方によって、

同じ出来 事でも捉え方が異なり、興味をそそられた。また、関わ

られた時代は違っていて も、その当時の課題は現在でも共通して

いることを知ることができた。  

・気持ちが原動力になる事をあらためて感じた。  

・過去に関わりのあった会員の方達の体験やその時の思いなどを

聞くことができ、自分にとっては大変貴重な体験となりました。

このふりかえり評価を会がどのよ うに活かしていくのか...あと

は、自分たちの問題ですね。  

・会の 30 年の歴史の中での変化が良くわかりました。又、時代

とともに全てにお いて進歩している様子を改めて感じた。  

・感想・想い・気づきをチャットで自分で記載する人はいいが、

口頭で言ったことをホストの方が記載してくださる場合、その方

の主観が入り削除されたり微妙 に伝わっていない内容になってい

た。しかし、口頭で述べたことを全員で共有できた時間は、何よ

りも貴重な会員の想いを知る機会となった。 

 

 

 

◆事務局だより 
2021 年度行事予定 

・6-3 月 サテライトクリニック合同プロジェクト 

・8 月 NGO 福岡ネットワークでの講演 

・9 月 オンライン現地訪問 協賛 

・9 月 五ヶ山オカリナコンサートに参加 

・10 月 世界ホスピス・緩和ケアデーに参加 

・10 月 さわら地域チャリティ「ひろば」に参加 

・12 月 野芥フリーハウスでの地域住民との交流会 

・12 月「バングラデシュ文化交流ウィーク」協賛 

・12 月 バングラデシュ料理教室 主催 

・1 月 南福寺チャリティバザーに参加 

・2 月 在宅ホスピスフェスタに参加 
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助成金申請状況と結果報告 

●採択 

・医療貢献活動助成 

テルモ生命科学振興財団 100万円 

（看護学校実験器具、教材の購入費用） 

・立ち止まり対話するための助成金 

アカツキのアケボノファンド 20万円 

●不採択 

・NGO 海外援助活動助成 ゆうちょ財団 100 万円 

・「街の灯」支援事業 アユース 100 万円 

●申請中 

・一時支援金 

中小企業庁コロナ感染症対策 60 万円  

 

新会員紹介 

[正会員] 久能 治子 

 
◆会計報告 事務局 末岡智子 

 

2020 年度下半期の主な収入及び支出 

■収入 

・正会員費                    78,750 円 

・賛助会員会費                  90,000円 

・受取寄付金           1,895,401 円 

ミロン募金 683,000 円など 

・受取助成金                   1,360,000 円 

テルモ生命科学振興財団 100万円など 

・持続化給付金                   2,000,000 円 

経済産業省コロナ感染症対策 

・家賃支援給付金          145,200 円 

中小企業庁コロナ感染症対策、福岡県 

■支出 

・ションダニ病院支援         500,000 円 

・看護学校支援           1,440,000 円 

・人件費                         955,333 円 

・家賃                 198,000 円 

 

募金のご協力ありがとうございました！ 

（2020 年 12 月～2021年 5 月）敬称略/順不同 
【ミロン募金】 

秋吉美千代（日本セラピューテック協会）、有松壽美子、

有吉準子、飯野孝子、碇道子、石田陽子、市田敬子、 

稲永みき子、伊藤良子、平山正明（ウエルフェアネッ

ト）、大木ひろみ、大澤友二、押野圭子、帯田輝幸、 

鐘ヶ江寿美子、鐘ヶ江康子、金子貴美代、上潟口麻里

子、蒲地純、川内恵美子、神戸太郎、吉瀬恭子、草場

耕二、國光登志子、倉光剛郎、古賀カツ子、五反田千

代、後藤徳子、権藤説子、酒井和幸、栄小知子、坂田

幸男、坂本悟、貞刈賜代、佐藤純子、重橋亨、白石信

子、 

末岡智子、末次奈保子、鈴木崇世、瀬尾康子、 

関根悠紀子、髙嶋裕二、田島寛、多々野元、立場美枝子、

谷口純子、田村賢二、道本実保、特定非営利活動法人たん

がく、中野朝恵、中村サワ子、ニノ坂富士子、野田景子、

濱田絹子、原口勝、平山春美、廣田惠津子、福間比佐子、

訪問ボランティアナースの会キャンナス湘南、細野容子、

牧瀬千里、松添仁、松田純子、三坂眞紀子、溝上明子、 

牟田壽、安浪加余子、山田榮香、ﾕ)けやき、ラフマンモク

レスール、和田節子、和田善充 

【募金】 

杉園順代、伊東美紀、高山寔、久保千春、川﨑妙子、有吉

準子、真鍋忠、岡崎万寿喜、酒井淑子、馬場キミ子、上野

恭子、多々野須美子、重橋亨、古木廣子、畠山万千、片岡

和子、峰松小百合、茂呂塾保育園、杉山潔、訪問看護ステ

ーションてあて、大竹伸子、吉松厚子、大脇為常、太田英

明、渋田枝美、福岡プライマリケア訪問看護ステーション、

副島タカ、今給黎修、今泉幸男、今泉ゆみ子、中園久美子、

河上浩康、山口龍彦、徳永仁、曾場尾雅宏、平山征弘、 

米本千春、古賀カツ子、山崎律子、山崎麻子、訪問看護ス

テーション水月小泊美佐代、河内栄一、永松代里子、山田

榮香、二ノ坂保喜、カトリック仁豊野協会、在宅福祉ワー

カーズコレクティブきらめき、松隈和美、有松壽美子、 

越智吉郎、永尾由香、藤田瞳、陶山紀美子、福岡友の会、

総合メディカル株式会社福岡オフィス、緩和ケア支援セ

ンターコミュニティ、山口春子、岩崎邦枝、馬場順子、 

原健太郎・真由子、待鳥信昭、母里マサヨ、訪問看護ステ

ーション Ohana、川﨑文雄、岡本ツタエ、大木整形・リハ

ビリ医院、野田信弘、あじ正、ラフマンモクレスール、 

平山浩一、藤川博史、NPO 法人なごみの家、山口晴子、 

管美和・浩志、西田久子、穂波の郷クリニック、佐田裕一 

【旅費カンパ】山下久代、大賀久美子、井上千恵子 

【看護学校】中原妙代 

【その他】久米隆、幸田あけみ 

 

【募金箱設置協力】 

にのさかクリニック、シーベスト野芥店、さわらスイミン

グ、かも川薬局野芥店、はぴね福岡野芥、かも川薬局田隈

店、なかよし眼科、高砂園、グリーンビレッジテニスクラ

ブ、春風薬局、宮浦事務所 

 

【募金に添えられたメッセージ】 

 

❀ コロナで大変でしょうが、設立した看護学校の皆様

が、活躍されていることと思います。活動を支援

しています。 

❀ささやかな気持ちです。長く続けたいし、自分でそ

の都度、思いを込めて届けるつもりです。  

❀少しですが協力させて頂きます。 

 

 

お預かりしました募金は、現地 NGO の医

療・教育・生活向上活動の支援のために活

用させていただきます。 

たくさんのご協力、本当にありがとうござ

います。心から感謝申し上げます。 
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バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ・ションスタ」とともに、バングラデ 

シュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、1989 年から《教育》《保健医療》《生

活 向上》の分野で支援活動を行っています。 

①  教育(ジャパニ小学校、奨学金制度、仔牛の奨学金プロジェクト、ションダニスクール)  

②  保健医療（ションダニ病院、看護学校、巡回健診、サテライトクリニック）  

③  生活向上（子牛貸出制度、インフォメーションセンター） 

●現地（バングラデシュ）での活動  

 事業内容  

 

  

  

●国内での活動  
 ①総会（毎年 5 月）、理事会（毎月 1 回）よる活動方針の決定や運営  

② 会報誌『ミロン』を年 2 回、6 月・12 月に発行  

③ 現地訪問の実施、報告会実施、報告書作成  

④ バングラ料理教室、チャリティバザー、チャリティコンサートなどの開催  

⑤ 出張講座や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介  

 

〒814-0171 福岡市早良区野芥 6-46-7  

共同事務所「野芥フリーハウス」内  

☎092-407-7701  Fax092-407-7702  

 

email: info@tewotunagukai.com 

https://tewotunagukai.com 
https://www.facebook.com/tewotunagukai  

手をつなぐ会の活動全体の支援 

 ゆうちょ銀行  01720-2-10442 

特定非営利活動法人  

バングラデシュと手をつなぐ会  

 

ミロン募金（バングラデシュ現地支援） 

毎月の定額振替  

お問い合わせください  

サテライトクリニック事業について、恥ずかしながら

知らなかった私。過去の広報誌ミロンなどを読みあさ

り、この事業が始まった経緯や意義にたどりつくこと

ができました。あらためて記録を残すことの大切さに

気づかされました。 

広報誌ミロンの前身「キロン」第１号が 1987年に発

刊され、1990年にミロンへ引継がれました。 

来年には 150号という節目を迎えることになります。 

会 報 名 

 

 

発 行責任 者 

 

表 紙・監 修 

編集実務担当 

校 正 担 当 

Milon 

 

特定非営利活動法人バングラデシュと手をつなぐ会  

 

ミロン 148号 2021年 6月発行 

※「ミロン」は、ひとつになる、手をつ

なぐという意味のベンガル語です。 

二ノ坂 保喜 

(バングラデシュと手をつなぐ会 代表)  

小畑 麻乙 

山田 英行 

河村 富美子 

編集後記  


